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応募総数242点の中から選ばれました!
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〜町長提案〜〜町長提案〜
●令和７年度藍住町一般会計補正予算…………………………………………………………………… 可　　 決
●令和７年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）補正予算…………………………………………… 可　　 決
●令和７年度藍住町特別会計（介護保険事業）補正予算………………………………………………… 可　　 決
●令和７年度藍住町特別会計（後期高齢者医療事業）補正予算………………………………………… 可　　 決
●行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
　個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正………………………………… 可　　 決
●幼稚園の授業料に関する条例の一部改正……………………………………………………………… 可　　 決
●藍住町町民栄誉賞授与の同意…………………………………………………………………………… 嘉重 春樺氏

●令和７年度藍住町一般会計補正予算（第４号）………………………………………………………… 可　　 決
●令和７年度藍住町特別会計（国民健康保健事業）補正予算（第２号）………………………………… 可　　 決
●令和７年度藍住町特別会計（介護保険事業）補正予算（第２号）……………………………………… 可　　 決
●職員の給与に関する条例の一部改正…………………………………………………………………… 可　　 決
●藍住町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正…………………………… 可　　 決
●藍住町基本構想の策定…………………………………………………………………………………… 可　　 決

　12月議会定例会が12月8日から24日までの17日間の会期で開会さ
れ、次の議案について審議しました。
一般質問では5人の議員が登壇し、町政について質問しました。12月定例会

令和７年度一般会計補正予算（第４号）令和７年度一般会計補正予算（第４号）

３,３００万円増額 150億９,１００万円歳入歳出歳入歳出
それぞれそれぞれ

予 算予 算
総 額総 額

～主な補正の内容～
◆�一般管理費………………………… 556万円
◆戸籍住民基本台帳費……………… 319万円

令和7年度一般会計補正予算令和7年度一般会計補正予算

 2億3,700万円増額 150億5,800万円歳入歳出歳入歳出
それぞれそれぞれ

予 算予 算
総 額総 額

～主な補正の内容～
　  民　生　費
◆�後期高齢者医療広域連合負担金
　…………………………………… 1,981万円

　  衛　生　費
◆�予防接種事業費………………… 1,073万円

　  消　防　費
◆�災害物資集配拠点施設整備事業…… １億円

　  教　育　費
◆�藍資料館整備事業費…………… 1,802万円
◆�調理加工費……………………… 4,800万円

（1万円未満四捨五入）

◆保育所総務費……………………… 307万円
◆社会教育総務費………………… 1,127万円
◆図書館費…………………………… 650万円

（1万円未満四捨五入）



3 2026（令和₈）.₂.25　藍住町議会だより124号

定　例　会　案　内定　例　会　案　内

詳しくは議会事務局まで
お問い合わせ ● 議会事務局 ☎（088）637–3127

次の定例会は3月です。
定例会日程や議会だよりについてはホームページに掲載しています。

次号は5月に発行します。

本会議を傍聴しませんか

令和8年　第1回臨時会令和8年　第1回臨時会
　１月７日開催の臨時会において次の議案が上程され、可決しました。

〜町長提案〜〜町長提案〜
●令和７年度藍住町一般会計補正予算について…………………………………………………………… 可　　決

　12月23日、藍住町議会議事堂議場において藍住町議会夏休み絵画コンクールの表彰式を行いました。　12月23日、藍住町議会議事堂議場において藍住町議会夏休み絵画コンクールの表彰式を行いました。
　藍住町内在住の小中学生を対象としたこのコンクールは、昨年度に引き続き２度目の開催となり、　藍住町内在住の小中学生を対象としたこのコンクールは、昨年度に引き続き２度目の開催となり、
今年度は「私の好きな藍住町」をテーマに作品を募集しました。今年度は「私の好きな藍住町」をテーマに作品を募集しました。
　当日は、御応募いただいた242点の中から選ばれた最優秀賞、優秀賞、入賞の受賞者８名とその御家　当日は、御応募いただいた242点の中から選ばれた最優秀賞、優秀賞、入賞の受賞者８名とその御家
族が御出席され、議長より賞状と副賞を贈呈しました。族が御出席され、議長より賞状と副賞を贈呈しました。
　また、８名の受賞者から、「作品に込めた想い」を発表いただき、議員一同、子供たちの深い想いに感　また、８名の受賞者から、「作品に込めた想い」を発表いただき、議員一同、子供たちの深い想いに感
銘を受けました。銘を受けました。

町議会議員補欠選挙町議会議員補欠選挙
　欠員となっていた藍住町議会議員の補欠選挙が去る11月９日に

行われ、大西 孝志氏が当選されました。
大西 孝志氏

①住所・氏名・電話番号を明記。
②掲載時には、氏名を掲載させていただきます。
③字数は500字以内。
④掲載月を調整する場合があります。
⑤�御意見の内容によっては、「町民の声」として取り扱わな
い場合もありますので、あらかじめ御了承ください。

編集委員会では、町民の声の投稿を募集しています。
議会や町政、議会だよりに関する御意見をお寄せください。

投投 稿稿 規規 定定

今年度の参加賞
クリアファイル
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町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

12月議会会議録

栗
くりしま
島　和

かずよし
義　議員

問
全
国
的
に
い
じ
め
が
深
刻
化
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
た

見
え
に
く
い
い
じ
め
が
増
加
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
本
町
の
各
小
中
学
校
に
お
け
る
過
去
５
年
間
の
い
じ
め

の
認
知
件
数
、
相
談
件
数
お
よ
び
重
大
事
態
の
件
数
に
つ
い

て
そ
の
推
移
と
と
も
に
内
容
や
傾
向
の
特
徴
は
。

教
育
次
長　

い
じ
め
の
認
知
件
数
は
増
加
し
て
お

り
、
相
談
に
至
る
割
合
も
年
々
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾

向
は
こ
れ
ま
で
の
学
習
や
研
修
の
成
果
と
考
え
て
お
り
、
児

童
生
徒
や
教
員
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

　　

��

で
き
る
限
り
早
期
に
相
談
に
つ
な
げ
ら
れ

で
き
る
限
り
早
期
に
相
談
に
つ
な
げ
ら
れ

る
環
境
整
備
や
、
よ
り
効
果
的
な
学
習
や

る
環
境
整
備
や
、
よ
り
効
果
的
な
学
習
や

研
修
の
実
践
を
検
討
し
て
い
き
た
い

研
修
の
実
践
を
検
討
し
て
い
き
た
い

問
男
性
用
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

は
、
社
会
参
加
を
望
む
多
く
の
町
民
に
と
っ
て
外
出

の
安
心
を
大
き
く
高
め
る
効
果
が
あ
る
一
方
、
実
際
に
必
要

と
す
る
人
は
声
を
上
げ
に
く
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
本
町

庁
舎
内
に
お
い
て
も
男
性
用
ト
イ
レ
に
設
置
す
る
べ
き
で
な

い
か
。

理
事
兼
総
務
課
長　

必
要
性
と
許
容
性
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
利
用
者
の
多
い
庁
舎
１
階
の
男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
設
置
を
行
う
場
合
、
ト
イ
レ
入
口
で
の
案
内
表
示
が

必
要
で
は
な
い
か
。

理
事
兼
総
務
課
長　
多
目
的
ト
イ
レ
を
は
じ
め
庁
舎
１
階
の

男
性
用
ト
イ
レ
の
入
口
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
の
表
示
に
つ
い
て
、

設
置
と
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

男
性
用
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー

男
性
用
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
設
置
の
推
進
に
つ
い
て

ボ
ッ
ク
ス
設
置
の
推
進
に
つ
い
て

　　

��

利
用
者
の
利
便
性
等
を
向
上
さ
せ
る
観
点

利
用
者
の
利
便
性
等
を
向
上
さ
せ
る
観
点

か
ら
、
男
性
用
ト
イ
レ
に
設
置
す
る
こ
と

か
ら
、
男
性
用
ト
イ
レ
に
設
置
す
る
こ
と

で
よ
り
利
用
し
や
す
い
環
境
が
整
え
ら
れ

で
よ
り
利
用
し
や
す
い
環
境
が
整
え
ら
れ

る
と
考
え
る

る
と
考
え
る

問
不
登
校
と
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
に
つ
い
て
そ
の
背

景
に
い
じ
め
が
関
係
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
ど
の
よ

う
に
把
握
・
整
理
し
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長　
学
校
か
ら
は
、
休
み
は
じ
め
の
頃
や
そ

の
後
の
状
況
把
握
の
と
き
に
本
人
や
保
護
者
か
ら
話
を
聞
く

こ
と
が
あ
る
が
、
特
に
い
じ
め
が
原
因
だ
と
推
察
さ
れ
る
よ

う
な
様
子
や
発
言
が
な
い
た
め
、
長
期
休
暇
の
原
因
を
い
じ

め
で
あ
る
と
し
て
い
な
い
。

問
い
じ
め
が
深
刻
化
す
る
前
の
小
さ
な
兆
候
の
段
階
で

気
づ
き
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
各
小
中

学
校
で
は
現
在
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
取
組
を
実
施
し
て
い

る
の
か
。

教
育
次
長　
校
内
研
修
や
職
員
会
議
な
ど
で
は
、
い

じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
、
情
報
共
有
を
図
る
と

と
も
に
、
保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
関
係
機
関
と
の
協
議
や
連
携

を
深
め
た
い
。

問
子
供
が
自
ら
の
気
持
ち
を
匿
名
性
の
高
い
形
で
発
信

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」

を
は
じ
め
、
自
宅
へ
の
持
ち
帰
り
が
可
能
な
１
人
１
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
様
々
な
い
じ
め
対

策
を
よ
り
積
極
的
に
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長　

今
後
、
既
に
活
用
し
て
い
る
他
の
自

治
体
の
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
費
用
対
効
果
等
を
精

査
す
る
な
ど
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【いじめの認知件数】
年　　　度 件 数

令和２年度 40
令和３年度 44
令和４年度 96
令和５年度 130
令和６年度 191

【いじめの相談件数】
年　　　度 件 数

令和２年度 17
令和３年度 33
令和４年度 43
令和５年度 56
令和６年度 100

　【重大事態】
重大事態件数はなし
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町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

元
もと
木
き
　春
はる
香
か
　議員

12月議会会議録

問
選
挙
後
に
寄
せ
ら
れ
た「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
ほ
し
い
」と
い
っ
た
声
を
踏
ま

え
、
今
後
４
年
間
の
情
報
発
信
や
住
民
と
の
関
わ
り
方
に
つ

い
て
髙
橋
町
長
の
考
え
は
。

町

長　
広
報
あ
い
ず
み
や
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
活
用
し
た
広
報
や
動
画
広
報
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
も
町
の
取
組
を
お
伝
え
す
る
だ
け
で
な
く
、
町
民

に
親
し
み
や
す
い
企
画
を
考
え
て
情
報
発
信
を
し
て
い
く
。

住
民
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
は
、
地
区
推
進
協
議
会
の
総

会
や
高
齢
者
施
設
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
て
御

意
見
を
頂
い
た
。
今
後
も
機
会
を
捉
え
て
町
民
の
皆
様
と
対

話
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
町
長
へ
の
手
紙
を
気
軽
に
御
利
用

い
た
だ
き
た
い
。

町
長
選
を
終
え
て
―

町
長
選
を
終
え
て
―

今
後
の
情
報
発
信
と
住
民
の
方

今
後
の
情
報
発
信
と
住
民
の
方

と
の
関
係
構
築
に
つ
い
て

と
の
関
係
構
築
に
つ
い
て

　　

��

ま
ち
の
未
来
を
共
に
作
り
上
げ
て
い
き
た
い

ま
ち
の
未
来
を
共
に
作
り
上
げ
て
い
き
た
い

問
町
長
へ
の
手
紙
を
多
く
の
住
民
の
方
に
周
知
し
て
は

ど
う
か
。

企
画
政
策
課
長　
専
用
便
箋
と
封
筒
を
役
場
庁
舎
や
総
合

文
化
ホ
ー
ル
と
町
の
施
設
19
箇
所
に
設
置
し
て
い
る
。
設
置

場
所
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
藍
住
町
暮
ら

し
の
便
利
帳
な
ど
で
御
案
内
し
て
い
る
。
さ
ら
に
広
報
等
で

制
度
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

く
。問

自
主
防
災
組
織
の
結
成
促

進
な
ど
を
通
じ
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
本
町
で
は
公
助
に

あ
た
る
職
員
数
が
限
ら
れ
る
中
、

自
助
・
共
助
の
底
上
げ
が
不
可
欠
に
な
る
。
中
で
も
医
療
的

ケ
ア
が
必
要
な
世
帯
や
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
方
な

ど
、 

異
な
る
不
安
を
抱
え
る
世
帯
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
構

想
で
具
体
化
し
て
い
く
の
か
。

町
　
　
　

長　
今
後
よ
り
一
層
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
の
施
策

の
柱
と
し
て
、
３
つ
の
方
向
性（「
自
主
防
災
組
織
の
結
成
支

援
強
化
」、「
機
能
す
る
組
織
づ
く
り
へ
の
支
援
」、「
福
祉
と
防

災
を
つ
な
ぐ
支
援
体
制
の
整
備
」）で
具
体
的
な
取
組
を
推
進

し
て
い
く
。

問
今
後
の
開
設
時
期
は
。

副
　
町
　
長　
現
時
点
で
は
具
体
的
な
開
設
時
期
等
を

申
し
上
げ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

住
吉
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
移

住
吉
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
移

転
計
画
に
つ
い
て

転
計
画
に
つ
い
て

　　

��

で
き
る
限
り
早
期
の
実
現
を
目
指
し
、
検
討

で
き
る
限
り
早
期
の
実
現
を
目
指
し
、
検
討

を
進
め
て
い
く

を
進
め
て
い
く

問
現
在
、
巡
視
員
の
高
齢
化
や
保
護
者
の
就
労
に
よ
り

下
校
時
の
立
哨
当
番
へ
の
参
加
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
。
特
に
北
小
学
校
か
ら
住
吉
学
童
ク
ラ
ブ
ま
で
の
通
学
路

は
危
険
箇
所
が
多
く
、
低
学
年
の
児
童
に
お
い
て
は
集
団
で

下
校
す
る
こ
と
も
多
く
児
童
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
が
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
、
思
わ
ぬ
危
険
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
パ
ト

カ
ー
に
よ
る
巡
回
に
加
え
、
危
険
箇
所
に
大
人
を
配
置
す
る

見
守
り
体
制
と
併
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
実
情
に
応
じ
た
対
応

が
可
能
と
考
え
る
が
本
町
の
考
え
は
。

教
　
育
　
長　
学
童
施
設
職
員
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ

で
、
応
急
的
な
対
応
で
は
あ
る
が
、
巡
視
員
が
一
定
の
時
間
、

特
に
低
学
年
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ
て
危
険
箇
所
で
見
守
り

を
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

危
険
箇
所
に
重
点
を
置
い
た
配

危
険
箇
所
に
重
点
を
置
い
た
配

置
型
見
守
り
体
制
に
つ
い
て

置
型
見
守
り
体
制
に
つ
い
て

　　

��

子
供
た
ち
が
安
全
に
通
え
る
環
境
を
整
え
る

子
供
た
ち
が
安
全
に
通
え
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
は
最
も
重
要
で
あ
る

こ
と
は
最
も
重
要
で
あ
る

問
移
転
後
、
ど
の
よ
う
な
施
設
の
活
用
を
検
討
し
て
い

る
の
か
。

副
　
町
　
長　
住
吉
児
童
館
と
移
設
後
の
児
童
ク
ラ
ブ

と
の
連
携
、
児
童
館
職
員
の
確
保
な
ど
検
討
す
べ
き
課
題
を

整
理
し
て
、
当
該
児
童
ク
ラ
ブ
の
移
転
計
画
と
並
行
し
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

その他の質問その他の質問

○�

行
事
開
催
と
投
票
行
動
の
関
係
を
踏
ま
え
た
投

票
率
の
向
上
策
に
つ
い
て

〇�

住
吉
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ま
で
の
通
学
路
の
歩

道
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

〇�

赤
ち
ゃ
ん
と
ご
家
族
の
た
め
の
説
明
書
に
つ
い
て



62026（令和₈）.₂.25　藍住町議会だより 124号

町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

12月議会会議録

小
お
川
がわ
　幸
ゆきひで
英　議員

その他のその他の
質　　問質　　問

○�

資
源
ご
み
に
つ
い
て

問
町
長
は
高
齢
化
が
進
め
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導

入
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
状
で
は
事
業

実
施
に
見
合
う
だ
け
の
需
要
が
見
込
め
な
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
高
齢
者
の
多
く
は
望
ん
で
い
た
が
今
後
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
。

企
画
政
策
課
長　

一
度
運
行
を
始
め
る
と
容
易
に
廃
止

で
き
な
い
た
め
、
地
域
公
共
交
通
の
在
り
方
も
含
め
、
今
後

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
現
在
行
っ
て
い
る
タ
ク
シ
ー
券
事
業
の
補
助
額
引
き

上
げ
な
ど
で
移
動
支
援
を
強
化
し
た
い
と
の
こ
と
だ

が
、
具
体
的
に
ど
う
す
る
の
か
。

企
画
政
策
課
長　
具
体
的
に
は
現
在
検
討
中
と
な
る
が
、

１
冊
当
た
り
の
購
入
金
額
の
引
き
下
げ
や
購
入
者
数
の
上
限

の
引
き
上
げ
等
を
検
討
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
交
通
手
段
に
つ
い
て

高
齢
者
の
交
通
手
段
に
つ
い
て

　　

��

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

問
米
や
食
料
品
、
日
用
品
が
値
上
が
り
し
家
計
を
圧
迫

し
て
い
る
。
本
町
は
年
度
末
に
向
け
町
民
に
対
し
て

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

企
画
政
策
課
長　

重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
拡
充
す
る

旨
の
通
知
が
あ
り
、
本
町
が
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
金
額
が
示

さ
れ
た
。
現
在
、
実
施
す
る
事
業
内
容
等
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
年
度
内
に
事
業
が
開
始
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

　　

��

年
度
内
に
事
業
が
開
始
で
き
る
よ
う
に
努

年
度
内
に
事
業
が
開
始
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い

め
て
い
き
た
い

問
過
去
５
年
間
の
認
知
症
の
人
数
と
対
策
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
か
。

健
康
推
進
課
長　
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
要
支
援
、

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
う
ち
、
主
治
医
意
見
書
、

認
定
調
査
票
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
認
知
症
高
齢
者
の
日
常

生
活
自
立
度
が
ラ
ン
ク
Ⅱ
以
上
の
方
。（
下
表
の
と
お
り
）

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　　

��

複
数
の
介
護
予
防
事
業
や
介
護
予
防
教
室

複
数
の
介
護
予
防
事
業
や
介
護
予
防
教
室

を
行
っ
て
い
る

を
行
っ
て
い
る

問
タ
ク
シ
ー
券
を
使
え
る
業
者
が
１
社
で
は
使
う
方
が

不
便
と
の
声
を
聞
く
。
板
野
町
で
は
３
社
使
っ
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

企
画
政
策
課
長　
藍
住
町
ノ
リ
乗
り
タ
ク
シ
ー
券
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
者
は
町
内
に
３
社
あ
る
。
営
業
区

域
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
乗
車
地
又
は
降
車
地
が
営
業
区
域

内
で
あ
れ
ば
タ
ク
シ
ー
の
運
行
が
で
き
る
が
、
区
域
外
か
ら

区
域
外
へ
の
運
行
や
、
区
域
外
で
の
客
待
ち
や
流
し
の
営
業

は
で
き
な
い
等
の
規
制
が
さ
れ
て
い
る
。

　
認
知
症
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、
体
力
維
持
向
上
、
栄
養

管
理
等
を
目
的
に
複
数
の
介
護
予
防
事
業
を
展
開
し
て
お

り
、
認
知
症
予
防
を
目
的
と
し
た
脳
力
ア
ッ
プ
教
室
等
を
開

催
し
て
い
る
。

問
軽
度
認
知
障
害
の
気
づ
き
で
認
知
症
へ
の
悪
化
が
防
げ

る
、
薬
が
効
き
や
す
い
な
ど
が
あ
る
。
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
が
あ
る
が
、
取
組
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

健
康
推
進
課
長　
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
方
や
そ
の
御
家
族

に
対
し
、早
期
の
段
階
か
ら
専
門
職
が
集
中
的
に
支
援
を
行
う
。

問
過
去
３
年
間
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
人

数
と
小
中
学
生
の
人
数
は
何
人
い
る
か
。　

健
康
推
進
課
長　

令
和
５
年
度
19
人
、
令
和
６
年
度
２４

人
、
令
和
７
年
度
１１
月
現
在
０
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
小
中

学
生
は
各
年
度
と
も
０
人
。

問
小
中
学
校
に
お
い
て
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
す

取
組
は
。

健
康
推
進
課
長　

認
知
症
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
や
、認
知
症
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
を
掲
示
す
る
。

問
認
知
症
の
方
と
家
族
、
地
域
の
方
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
場
所
作
り
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の
取
組
は
。

健
康
推
進
課
長　

人
員
の
確
保
は
難
し
く
、
直
営
で
の

実
施
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
他
の
町
内
事
業
所
等
に
も
開
設

の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

［認知症の人数］
令和３年度末 ７４８人
令和４年度末 ７５６人
令和５年度末 ７４８人
令和６年度末 ７６９人
令和７年度末
（１０月末時点） ７５１人
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その他のその他の
質　　問質　　問

○�

千
間
堀
の
排
水
対
策
に
つ
い
て

問
町
内
の
２
つ
の
事
業
所
が
介
護
報
酬
約
80
万
円
を
不

正
に
受
給
し
た
が
、
本
町
は
い
く
ら
過
払
い
し
た
の

か
。
返
還
請
求
を
行
っ
た
の
か
。

健
康
推
進
課
長　

介
護
報
酬
の
不
正
受
給
に
対
す
る
返

還
金
は
、
現
在
本
町
分
の
返
還
金
額
を
精
査
中
で
あ
り
、
本

日
時
点
で
は
返
還
請
求
を
行
っ
て
い
な
い
。

問
本
町
で
は
、
過
去
６
年
間
で
、
今
回
を
含
め
３
回
も

の
不
正
受
給
が
行
わ
れ
て
い
る
。
町
が
指
定
権
者
と

し
て
監
査
、
指
導
が
で
き
る
施
設
に
は
ど
の
よ
う
な
施
設
が

あ
る
の
か
。

健
康
推
進
課
長　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ

る
。そ
の
他
、町
が
指
定
し
て
い
る
町
内
の
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
介
護
予
防
支
援
事

業
所
及
び
総
合
事
業
の
事
業
所
に
対
し
て
指
導
等
を
行
う
。

問
ど
の
よ
う
な
方
法
で
監
査
、
指
導
を
し
て
い
る
の
か
。

健
康
推
進
課
長　

監
査
は
不
正
請
求
や
虐
待
が
行
わ
れ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
場
合
や
重
大
な
運
営
基
準
違
反
が
疑

わ
れ
る
場
合
に
実
施
す
る
。
指
導
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
に

お
い
て
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
点
等
を
、
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
ご
と
に
ま
と
め
、
町
が
指
定
し
て
い
る
事
業
所
に
対
し
て

周
知
を
す
る
集
団
指
導
と
原
則
と
し
て
対
象
の
事
業
所
に
直

接
出
向
き
、
実
地
に
て
行
う
運
営
指
導
が
あ
る
。

問
不
正
請
求
に
よ
る
過
払
い
金
に
は
時
効
が
あ
る
の

か
、
こ
れ
ま
で
時
効
の
ケ
ー
ス
は
あ
っ
た
の
か
。

健
康
推
進
課
長　

介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
時
効
が

２
年
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
、
時
効
の
成
立

介
護
報
酬
の
不
正
受
給
に
つ
い
て

介
護
報
酬
の
不
正
受
給
に
つ
い
て

　　

��

返
還
請
求
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
年
明
け
の

返
還
請
求
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
年
明
け
の

１
月
中
を
予
定
し
て
い
る

１
月
中
を
予
定
し
て
い
る

問
な
ぜ
、
高
齢
者
等
入
所
施
設
を
運
営
す
る
事
業
所
だ

け
に
、
定
員
ま
た
は
入
所
者
数
に
５
０
０
０
円
を
乗

じ
た
額
を
支
援
し
、
他
の
業
種
事
業
所
に
は
支
援
し
な
い
の

か
。企

画
政
策
課
長　

事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年

３
月
５
日
に
議
会
全
員
協
議
会
で
御
説
明
し
、
議
会
の
了
解

を
得
て
、
実
施
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
介
護
報
酬
を
不
正
受
給
し
た
リ
ニ
エ
Ｌ
の
関
連
施
設

リ
ニ
エ
ハ
イ
ム
藍
住
に
も
支
給
し
た
の
か
。

企
画
政
策
課
長　

藍
住
町
高
齢
者
等
入
所
施
設
物
価
高

騰
対
策
支
援
事
業
の
対
象
施
設
で
あ
り
支
給
し
て
い
る
。

物
価
高
に
つ
い
て

物
価
高
に
つ
い
て

　　

��

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
町
民
、
事
業
者
の
効
果

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
町
民
、
事
業
者
の
効
果

的
な
事
業
の
実
施
に
こ
れ
か
ら
も
努
め
て
い
く

的
な
事
業
の
実
施
に
こ
れ
か
ら
も
努
め
て
い
く

問
こ
れ
ま
で
に
何
人
育
成
し
た
の
か
。

健
康
推
進
課
長　
計
18
人
。

問
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
連
携
等
を
考
え
て
い
る

の
か
。

健
康
推
進
課
長　

現
時
点
で
は
具
体
的
な
体
制
は
構
築

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ま
ず
は
登
録
者
が
少
な
い
生
活
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
す
た
め
、
広
報
紙
の
活
用
や
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
の
場
な
ど
で
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
や
養

成
講
座
に
つ
い
て
案
内
す
る
な
ど
、
制
度
の
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
今
後
は
何
人
育
成
し
て
い
く
の
か
。

健
康
推
進
課
長　

今
年
度
に
つ
い
て
も
、
２
月
に
養
成

講
座
を
開
催
す
る
の
で
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活

用
し
広
く
周
知
を
図
り
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
方
に
御
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 生

活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

　　

����

サ
ポ
ー
タ
ー
数
の
拡
充
を
図
り
つ
つ
地
区
内
の

サ
ポ
ー
タ
ー
数
の
拡
充
を
図
り
つ
つ
地
区
内
の

人
材
活
用
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
依
頼
者
に
必

人
材
活
用
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
依
頼
者
に
必

要
な
支
援
が
届
く
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

要
な
支
援
が
届
く
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

に
よ
り
部
分
的
に
返
還
請
求
が
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
は
あ

る
が
、全
て
の
期
間
に
お
い
て
時
効
が
成
立
し
て
い
た
た
め
、

全
く
返
還
請
求
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
は
な
い
。
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町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

林
はやし
　　茂

しげる
　議員

12月議会会議録

問
公
共
下
水
道
事
業
の
財
源
内
訳
は
。

上
下
水
道
課
長　

施
設
整
備
の
費
用
を
外
部
か
ら
調
達

す
る
地
方
債
、
公
共
下
水
道
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

利
益
を
受
け
る
方
々
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
受
益
者
負
担

金
、
使
用
料
に
応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く
下
水
道
使
用

料
、
一
般
会
計
が
負
担
す
る
べ
き
経
費
や
事
業
収
入
で
賄

い
き
れ
な
い
部
分
を
補
填
す
る
た
め
の
経
費
で
あ
る
繰
入

金
、
施
設
整
備
の
際
に
活
用
で
き
る
国
の
補
助
金
や
交
付

金
な
ど
。

問
毎
年
下
水
道
事
業
の
赤
字
は
２
億
５
０
０
０
万
円
、
赤

字
は
解
消
で
き
る
の
か
。

汚
水
処
理
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

汚
水
処
理
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　　

��

藍
住
町
汚
水
処
理
構
想
に
基
づ
き
取
組
を
進

藍
住
町
汚
水
処
理
構
想
に
基
づ
き
取
組
を
進

め
て
い
る

め
て
い
る

問
町
は
入
居
で
き
る
住
宅
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
の
で

は
な
く
、
入
居
者
を
募
集
す
べ
き
で
な
い
の
か
。

生
活
環
境
課
長　
新
耐
震
基
準
で
建
設
さ
れ
た
一
部
の
住

宅
に
つ
い
て
は
、
現
在
空
き
住
戸
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
中

富
団
地
の
用
途
廃
止
に
伴
う
住
み
替
え
先
と
し
て
確
保
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
災
害
時
の
緊
急
的
な
一
時
入
居

先
と
し
て
の
利
用
も
考
慮
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
一

般
の
募
集
は
行
っ
て
い
な
い
。

問
住
宅
耐
震
化
を
し
て
い
な
い
住
宅
入
居
者
に
つ
い
て

安
全
性
の
確
保
が
重
要
、
住
み
替
え
を
検
討
し
、
住
み

替
え
に
伴
う
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
行
う
。
引
っ
越
し
費

用
の
負
担
や
家
賃
補
助
等
、
き
め
細
か
い
行
政
施
策
が
必
要

で
な
い
か
。

生
活
環
境
課
長　
引
っ
越
し
に
必
要
と
な
る
費
用
の
一
部

を
公
的
に
支
援
す
る
方
法
や
移
転
に
よ
っ
て
家
賃
の
負
担
が

一
時
的
に
増
加
す
る
場
合
に
緩
和
す
る
手
法
な
ど
、
入
居
者

に
過
度
な
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
安
心
し
て
住
み
替
え
を
行
え
る
よ
う
、
他

自
治
体
に
お
け
る
町
営
住
宅
再
編
時
の
支
援
制
度
を
参
考
に

し
な
が
ら
本
町
で
可
能
な
取
組
を
検
討
し
て
い
く
。

町
営
住
宅
は
入
居
者
の
命
と

町
営
住
宅
は
入
居
者
の
命
と

安
全
を
第
一
に
考
え
る
こ
と

安
全
を
第
一
に
考
え
る
こ
と

　　

��

生
活
を
安
全
に
維
持
す
る
た
め
の
補
修
な
ど

生
活
を
安
全
に
維
持
す
る
た
め
の
補
修
な
ど

で
対
応
し
て
い
る

で
対
応
し
て
い
る

問
令
和
７
年
10
月
末
時
点
で
の
町
の
職
員
数
、
正
規
職

員
数
と
会
計
年
度
任
用
職
員
数
、
そ
の
う
ち
パ
ー
ト

は
。理

事
兼
総
務
課
長　

職
員
数
は
合
計
４
０
１
人
で
あ
り
、

正
規
職
員
が
２
１
５
人
、会
計
年
度
任
用
職
員
が
１
８
６
人
、

そ
の
う
ち
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
は
１
３
９
人
。

問
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関
し
て
総
務
省
が
、

正
規
職
員
と
同
様
に
４
月
に
遡
及
し
て
改
定
す
る
よ

う
自
治
体
に
通
達
を
し
た
。
町
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
を
４
月
に
遡
及
し
改
定
し
た
の
か
。

理
事
兼
総
務
課
長　

現
時
点
で
は
遡
及
を
し
て
の
改
定
は

行
っ
て
い
な
い
。
主
な
理
由
と
し
て
は
、
給
与
改
定
は
翌
年

度
か
ら
の
適
用
と
定
め
て
い
る
た
め
。

問
町
は
１
年
ご
と
の
採
用
を
繰
り
返
し
て
い
る
た
め
、

い
つ
解
雇
さ
れ
る
の
か
と
雇
用
不
安
を
持
っ
て
い

る
。
勤
務
実
績
を
考
慮
し
、
選
考
し
再
度
の
任
用
も
行
う
こ

と
が
必
要
で
な
い
の
か
。

理
事
兼
総
務
課
長　

全
国
の
自
治
体
で
の
対
応
が
様
々
で

あ
る
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
制
度
の
趣
旨
、
公
平
性
、
事

務
負
担
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
よ
り
効
率
的
か
つ
公
平

な
任
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
今
後
の

検
討
課
題
と
考
え
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善

　　

��

安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
、
意
欲
を

安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
、
意
欲
を

持
っ
て
業
務
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

持
っ
て
業
務
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

重
要
な
課
題
で
あ
る

重
要
な
課
題
で
あ
る

上
下
水
道
課
長　

地
方
債
や
水
道
使
用
料
、
国
の
交
付

金
な
ど
の
財
源
の
一
部
は
一
般
会
計
の
繰
入
金
に
頼
っ
て

い
る
。
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に
継
続
さ
せ
る
た
め
、
経

営
戦
略
を
策
定
し
経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
い
る
。
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消
防
団
と
聞
く
と
「
男

性
・
消
火
」
の
印
象
が
あ

り
ま
す
が
、
女
性
分
団
は

備
蓄
倉
庫
の
食
品
等
の
点

検
、
親
子
向
け
の
防
災
啓

発
、
避
難
所
運
営
を
学
ぶ

「
避
難
所
H
U
G
」
な
ど

災
害
時
の
広
報
・
支
援
を

中
心
に
担
い
ま
す
。
発
足

時
は
人
材
確
保
に
苦
戦
し

た
よ
う
で
す
が
、
町
の
女

性
議
員
２
名
が
地
域
の
大

学
や
子
ど
も
食
堂
を
通
じ

て
呼
び
か
け
、
現
在
は
20

代
の
大
学
生
を
含
む
19
名

が
所
属
し
て
い
ま
す
。
条

例
に
基
づ
く
手
当
や
年
間

計
画
も
整
い
、
行
政
の
一

部
と
し
て
機
能
し
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
「
女

性
な
ら
で
は
の
防
災
」
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
防
災
の
基
本
は
①
自
助

②
共
助
③
公
助
で
す
が
、

研
修
で
は
避
難
訓
練
や
防

災
行
政
無
線
、
各
種
行
事

が
行
政
主
導
の
受
け
身
型

に
な
り
や
す
く
「
行
政
が

何
と
か
し
て
く
れ
る
」
と

い
う
意
識
が
残
り
が
ち
だ

と
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
災
害

の
教
訓
か
ら
も
「
公
助
」

だ
け
で
は
命
は
守
れ
ず
、

自
助
・
共
助
の
大
切
さ
が

強
調
さ
れ
て
お
り
、
今
回

の
女
性
消
防
団
の
取
組
は

そ
の
実
践
例
で
す
。
藍
住

町
で
も
防
災
マ
ル
シ
ェ
な

ど
前
向
き
な
取
組
は
進
む

一
方
で
、
公
助
を
担
う
職

員
数
の
少
な
さ
は
課
題
で

す
。
私
た
ち
の
地
域
に
合

う
形
を
作
る
だ
け
で
な
く
、

重
複
や
負
担
の
大
き
い
取

組
を
や
め
る
・
減
ら
す
・

組
み
替
え
る
選
択
も
含
め
、

関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
や
行

政
の
方
々
と
最
適
な
形
を

考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

板
野
町
消
防
団
第
５
分
団（
女
性
消
防
団
）の
研
修
に

板
野
町
消
防
団
第
５
分
団（
女
性
消
防
団
）の
研
修
に

参
加
し
て

参
加
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藍
住
町
議
会
議
員

藍
住
町
議
会
議
員  

元
木
　
春
香

元
木
　
春
香

告告告告
報報報報
修修修修
研研研研
員員員員
議議議議

藍 住 町 議 会 議 員 研 修 報 告藍 住 町 議 会 議 員 研 修 報 告
　11月19日、議会議事堂議場において、議員資質向上の調査特別委員会主催の議員研修会を開催しました。
　本研修会では、講師に一般財団法人地域公共人材開発機構の代表理事、新川達郎氏をお迎えし、「議
会議員の法令順守の徹底と政治倫理の確立」と題した講演を行っていただきました。
　講演では、近年その意味が多様に広がっているコンプライアンスについて、議会や議員に即したコン
プライアンスとは、法律や条例等を守ること、会議規則やそれに基づくルールを守ること、住民代表機関・
意思決定機関としての倫理を守ること、社会道徳や社会規範を守ること、政治家としての倫理を守るこ
とであると再確認する機会となりました。また、デジタル化が進んだ情報社会への対応としては、議員
は私的な発言であれ、あらゆる場面での行動に責任を持たざるを得ない社会になっていることを認識し、
情報発信には最大限の注意を払い、対話と信頼醸成を目的に冷静かつ節度ある表現を心がけることが重
要であるとのことでした。
　今回の研修で学んだことをいかし、議員のコンプライアンスを確立して、透明度が高く、効果的・効
率的に働く議会にしてきたいと考えています。
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藍住中学校

正
しょうじ

治　睦
とき

隼
はや

答：教育長

藍住中学校

武
たけおか

岡　愛
え

真
ま

答：教育次長

藍住中学校

白
しらかわ

川　智
とも

輝
き

答：町長

藍住中学校

武
たけばやし

林　康
やすひろ

弘
答：副町長

藍住中学校

鈴
すず

木
き

　　花
はな

答：建設産業課長

藍住中学校

松
まつもと

本　奏
そういち

一
答：理事兼総務課長

議 会議 会 藍住中学校

原
はら

　　祐
ゆう

磨
ま

議　
長

問
体
育
館
を
含
む
特
別
教
室

等
の
エ
ア
コ
ン
設
置
計
画

を
教
え
て
ほ
し
い
。

答
特
別
教
室
な
ど
に
つ
い
て

は
今
後
、
必
要
性
、
緊
急

性
等
を
考
慮
し
た
上
で
設
置
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。
体
育
館
に

つ
い
て
は
、
国
の
補
助
金
等
を
活

用
し
な
が
ら
順
次
整
備
を
進
め
て

い
る
。

問
学
校
で
行
っ
て
い
る
漢
字

検
定
や
数
学
検
定
に
も
検

定
料
の
補
助
を
し
て
ほ
し
い
。

答
学
力
向
上
、
学
習
意
欲
の

た
め
の
取
組
に
つ
い
て
、

漢
字
検
定
・
数
学
検
定
の
実
施
を

含
め
た
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
た
上

で
、
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
武
道
館
の
改
修
・
移
築
に

つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

答
施
設
の
安
全
性
の
確
保
と

利
用
者
の
皆
様
の
利
便
性

向
上
を
目
指
し
全
面
的
な
改
修

工
事
を
実
施
す
る
予
定
と
し
て
い

る
。
令
和
９
年
末
の
利
用
再
開
を

目
指
し
安
全
で
か
つ
快
適
な
施
設

と
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
。

問
藍
住
町
の
安
全
な
道
路
状
況

や
交
通
指
導
計
画
を
教
え
て

ほ
し
い
。

答
道
路
幅
が
狭
い
町
道
や
見
通

し
の
悪
い
交
差
点
な
ど
、
改

善
が
困
難
な
箇
所
に
は
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
や
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
な
ど
交
通

安
全
施
設
の
点
検
や
整
備
を
適
切

に
進
め
て
い
る
。
日
常
的
に
自
転

車
を
利
用
さ
れ
る
中
学
生
を
対
象

に
、
こ
の
12
月
に
交
通
安
全
教
室

の
開
催
を
計
画
し
て
い
る
。

問
町
全
体
で
取
り
組
む
正
法

寺
川
の
清
掃
す
る
日
を
作

っ
て
ほ
し
い
。

答
ア
ド
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
御

意
見
な
ど
を
参
考
に
徳
島
県
と
連
携

し
、
協
議
を
重
ね
な
が
ら
正
法
寺
川

の
適
切
な
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
藍
住
町
の
防
災
計
画
を
教
え

て
ほ
し
い
。

答
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
全
戸
配
布
す
る
と
と

も
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
浸
水
想
定
区
域
、
指
定
緊
急
避

難
場
所
を
示
し
て
い
る
。
道
路
側

溝
や
排
水
路
の
し
ゅ
ん
せ
つ
、
維

持
管
理
を
実
施
し
排
水
機
能
の
維

持
、
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
町
の
中
学
生
議
会
に
参
加
し

て
、
普
段
は
で
き
な
い
貴
重
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
際
の
議
場
を
使
っ
て
行
っ
た
の

で
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

議
長
と
し
て
、
会
を
進
め
て
い
く

の
は
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
大
切
な
役
目

を
任
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、

と
て
も
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
政
治
は
僕
た
ち
の
生
活
の
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
に
関
係
し
て
い
る

の
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
を
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
も
活
か
し
、
社
会
の
こ
と
に
関

心
を
持
ち
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　11月17日、若者の政治への関心を高めるため、 藍住町議会議事堂議場において中学生議会が

開催されました。
　藍住中学校からは議長を務めた原祐磨さんを含 む７名、藍住東中学校からは副議長を務めた
平田粋彩さんを含む７名が参加し、うち12名が議 員として一般質問を行いました。
　質問及び答弁については次のとおりです。
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藍住東中学校

五
ご た ん だ

反田 柚
ゆ ず き

騎
答：理事兼総務課長

藍住東中学校

布
ふ

川
かわ

　陽
はる

翔
と

答：教育次長

藍住東中学校

齊
さいとう

藤 愛
あ

優
ゆ

美
み

答：福祉課長

藍住東中学校

西
にしむら

村　心
み く

玖
答：生活環境課長

藍住東中学校

喜
き た

多　清
きよ

心
み

答：社会教育課長

藍住東中学校

近
こんどう

藤　志
し ほ

保
答：企画政策課長

中学生中学生藍住東中学校

平
ひら

田
た

　粋
すい

彩
さ

副
議
長

問
火
事
に
つ
い
て
藍
住
町
で
何

か
対
策
し
て
い
る
こ
と
は
あ

る
か
。
ま
た
、
火
事
に
よ
っ
て
大

き
な
被
害
を
受
け
て
し
ま
っ
た
人

た
ち
に
対
し
、
藍
住
町
で
は
ど
の

よ
う
な
支
援
が
あ
る
か
。

答
消
防
団
に
よ
る
町
内
巡
回
な

ど
、
火
災
に
対
す
る
注
意
喚

起
、
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

著
し
い
被
害
を
受
け
た
住
居
に
居

住
し
て
い
る
世
帯
に
対
し
て
、
災

害
見
舞
金
を
贈
与
し
て
い
る
。

問
給
食
な
ど
の
残
飯
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

藍
住
町
で
は
フ
ー
ド
ロ
ス
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る

の
か
。答残

食
は
、
全
て
燃
え
る
ご
み

と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。

食
育
だ
よ
り
に
食
品
ロ
ス
に
関
す

る
記
事
や
残
食
を
減
ら
す
た
め
の

工
夫
な
ど
を
掲
載
し
普
及
を
図
っ

て
い
る
。

問
藍
住
町
で
は
ど
の
よ
う
な

子
育
て
支
援
や
出
産
援
助

を
し
て
い
る
の
か
教
え
て
ほ
し

い
。答

妊
娠
中
や
産
後
の
母
子
の

健
康
診
査
費
用
、
不
妊
治

療
費
等
の
一
部
を
支
援
し
て
い

る
。
ま
た
、妊
産
婦
、子
育
て
世
帯
、

子
供
に
対
す
る
相
談
支
援
等
を
行

っ
て
い
る
。

問
藍
住
町
で
は
今
後
ど
の
よ

う
に
脱
炭
素
社
会
を
目
指

し
て
い
く
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

答
リ
サ
イ
ク
ル
の
強
化
、
食

品
ロ
ス
削
減
の
取
組
な
ど

を
一
層
推
進
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
ー
の
実
現
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
、
地
球
に
優
し
い
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き

る
総
合
運
動
施
設
を
町
内

に
つ
く
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

答
大
規
模
な
総
合
施
設
の
設

置
は
財
源
及
び
用
地
確
保

の
両
面
か
ら
、
現
時
点
で
は
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
し
か
し
、
現
在
、
屋
外
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
を
検
討
し
て

い
る
。

問
現
在
藍
住
町
の
人
口
の
う

ち
、
外
国
の
方
は
ど
れ
く
ら

い
の
割
合
を
占
め
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
外
国
の
方
に
向
け
た
ど
の

よ
う
な
支
援
が
町
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

答
令
和
７
年
９
月
末
現
在
の
本

町
に
お
け
る
外
国
人
割
合
は

１・
２
３
パ
ー
セ
ン
ト
。
役
場
窓

口
に
お
い
て
、
翻
訳
機
の
ポ
ケ
ト

ー
ク
を
利
用
し
た
多
言
語
対
応
や

部
署
に
よ
り
、
事
務
手
続
の
説
明

を
英
語
で
記
載
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
を
活
用
す

る
な
ど
。

　
私
は
、
今
回
の
中
学
生
議
会
で

は
副
議
長
を
務
め
ま
し
た
。
初
め

は
、
去
年
の
先
輩
方
の
よ
う
に
で

き
る
の
か
、
と
い
う
不
安
や
緊
張

が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
地
元
で
あ
る
藍
住
町

が
社
会
問
題
に
対
し
て
様
々
な
対

策
を
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
私
た

ち
の
要
望
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

改
善
し
よ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る

議
員
の
方
々
の
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
り
と
、
国
民
一
人
一
人
に

対
す
る
思
い
を
理
解
で
き
る
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
残
り
少
な
い
生
徒
会
活
動
で
す

が
、
今
回
の
経
験
を
生
か
し
て
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　11月17日、若者の政治への関心を高めるため、 藍住町議会議事堂議場において中学生議会が
開催されました。
　藍住中学校からは議長を務めた原祐磨さんを含 む７名、藍住東中学校からは副議長を務めた
平田粋彩さんを含む７名が参加し、うち12名が議 員として一般質問を行いました。
　質問及び答弁については次のとおりです。



122026（令和₈）.₂.25　藍住町議会だより 124号
発行/藍住町議会　〒771-1292 徳島県板野郡藍住町奥野字矢上前52-1  ☎（088）637-3127　FAX（088）637-3156　　編集/藍住町議会広報特別委員会

　

昨
年
11
月
、
中
学
生
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
令
和
４
年
度
の

再
開
以
来
、
主
権
者
教
育

の
一
環
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

素
朴
な
疑
問
や
提
案
を

伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
行

政
側
の
視
点（
予
算
や
優
先

順
位
）を
知
る
こ
と
で「
ど

う
す
れ
ば
実
現
で
き
る
か
」

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

り
ま
す
。
そ
う
し
た
議
会

の
や
り
と
り
か
ら
は
相
手

を
想
像
し
て
言
葉
に
す
る
、

民
主
主
義
の
基
本
を
改
め

て
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
藍
住
町
議
会
夏

休
み
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
で
は
大
人
と
は
異

な
る
視
点
で
描
か
れ
た
町

の
魅
力
に
触
れ
、
子
供
た

ち
か
ら
多
く
の
こ
と
を
教

わ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

元
木　
春
香

藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

編
集
後
記

編
集
後
記

委
員
長　
竹　
内　
君　
彦

副
委
員
長　
元　
木　
春　
香

委　
員　
大　
西　
孝　
志

委　
員　
栗　
島　
和　
義

委　
員　
新　
居　
純　
一

委　
員　
前　
田　
晃　
良

1111  

月月

１
日　

�

第
37
回
藍
住
町
身
体
障
が
い

者
ふ
れ
あ
い
大
会

６
日　
藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
▼�

第
１
２
３
号
の
校
正
に
つ
い
て

８
日　

�

福
祉
・
健
康
づ
く
り
の
町

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

９
日
・�

藍
住
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　
　
・�

第
33
回
商
工
会
藍
ラ
ブ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

11
日　
藍
住
町
戦
没
者
追
悼
式

12
日
〜
13
日

　
　
　

�

町
村
議
会
議
長
会
全
国
大
会
・

議
長
研
修　

         （
東
京
都
）

17
日　
中
学
生
議
会　
　
　
p10
～
p11

19
日
・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
▼
議
席
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
　
▼�

常
任
委
員
会
委
員
の
指
名

に
つ
い
て

　
　
　
▼�

特
別
委
員
会
委
員
の
指
名

に
つ
い
て

　
　
・
藍
住
町
議
会
議
員
研
修
会
p9

21
日　
板
野
町
正
副
議
長
就
任
挨
拶

24
日　

�
吉
野
川
津
波
対
策
工
事
完
成
式
典

28
日
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼�

令
和
７
年
第
４
回
藍
住
町
議
会

定
例
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

　
　
・
板
野
東
部
消
防
組
合
臨
時
会

（
北
島
町
）

1212  

月月

２
日　
第
45
回
藍
翠
苑
祭

４
日　
藍
住
町
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

８
日
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
一
般
質
問
の
通
告
に
つ
い
て

　
　
・
12
月
議
会
定
例
会
開
会

　
　
・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
▼�

災
害
物
資
集
配
拠
点
施
設

整
備
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
▼�

武
道
館
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調

査
結
果
及
び
今
後
の
整
備

等
の
方
針
に
つ
い
て

　
　
　
▼�

幼
稚
園
の
授
業
料
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
▼�

藍
住
町
基
本
構
想
の
策
定

に
つ
い
て

13
日　

�

上
板
町
町
制
施
行
70
周
年
記

念
式
典
・
講
演
会

19
日
・
12
月
議
会
定
例
会
一
般
質
問

　
　
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
付
議
事
件
の
追
加
に
つ
い
て

　
　
・�

交
通
移
動
支
援
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
▼
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

23
日　

�

藍
住
町
議
会
夏
休
み
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
式         

p3

24
日
・
12
月
議
会
定
例
会
閉
会

11  

月月

７
日
・
令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会

　
　
・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
▼�（
仮
称
）藍
住
町
世
代
間
交
流
施

設
整
備
事
業
の
業
務
ス
ケ
ジ�

ュ
ー
ル
の
変
更
予
定
に
つ
い
て

　
　
・�

交
通
移
動
支
援
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
▼
視
察
研
修
内
容
の
発
表

　
　
　
▼
発
表
に
対
す
る
質
疑
応
答

　
　
　
▼
次
回
の
取
組
に
つ
い
て

　
　
・�

藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
▼�

第
１
２
４
号
の
作
成
に
つ
い
て

11
日
・
藍
住
町
二
十
歳
の
つ
ど
い

　
　
・�

板
野
東
部
消
防
組
合
消
防
出

初
式　
　
　
　

   （
北
島
町
）

22
日　

�
新
幹
線
基
本
計
画
路
線
全
国
大
会

23
日　
藍
住
町
商
工
会
新
年
互
礼
会

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

矢上  矢上  吉田ゆかり 吉田ゆかり 氏氏わたしの一言わたしの一言わたしの一言わたしの一言
～出逢い　楽しむ～
　藍住町の小学校に３人の子供がいる母です。
　子供が生まれてから、家族との時間が私の人生の基準になり、狭い世界での生活が日常になっていきました。
　長男が幼稚園に通うようになり、続いて長女・次女と、子供たちと離れる時間ができたときに、子供の保
護者の方々とゆっくり話す時間ができ、園の先生方の御厚意で園の保護者で園のお手伝いという形で繋がり
の場を作っていただくことができました。
　独身時代であれば会話することもなかったはずの年齢も職業も違
うメンバーが、時には園児たちのおやつを作り、時には旗を持って
交通指導。お茶を飲みながらの会話は毎日のエネルギーになりまし
た。
　そして私が感じたことは、人は人との繋がりで笑顔になること。
自分は人が好きだということ。家族を大事に想うからこそ、友人に
恵まれることで毎日が充実していくのだということです。
　自分も人も無理をしたりさせるのではなく、自分の出来ることを
やることで、家族以外の誰かとお互いを想い合って、時には助け合っ
て繋がっていける。そんな毎日を噛みしめながら、人生を楽しんで
いきたいと思います。


